
発行／青森県五戸町　編集／総務課　〒０３９－１５１３　青森県三戸郡五戸町字古舘２１－１
TEL０１７８－６２－２１１１ FAX０１７８－６２－６３１７ E-mail soumu＠town.gonohe.aomori.jp▼

「ナイスサーブ!!」
スポーツの秋に
　　町民ソフトテニス大会

2005年 /１０月号 / Vol. 556 １１月４日（金）・５日（土）・６日（日）

第２１回五戸町産業と文化まつり

第８回五戸地方農産物品評会



w

夢
の
森
収
穫
感
謝
祭

＆
倉
石
牛
肉
ま
つ
り

夢
の
森
収
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感
謝
祭

＆
倉
石
牛
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ま
つ
り

夢
の
森
収
穫
感
謝
祭

＆
倉
石
牛
肉
ま
つ
り

東
北
の
高
校
剣
士
が
集
結
　
札
幌
か
ら
も

剣
誠
旗
争
奪
高
校
剣
道
大
会

！！

メインはやっぱりこれ！　倉石牛バーベキューコーナー

青空の下　グラウンド・ゴルフも絶好調

若き剣士たちの熱戦

子どもよりもお父さんが真剣！？な紙ヒコーキ大会

選手宣誓する小笠原慎太朗君

　
最
高
級
の
あ
お
も
り
倉
石
牛
を

気
軽
に
楽
し
め
る
「
夢
の
森
収
穫

感
謝
祭
＆
倉
石
牛
肉
ま
つ
り
」
が
、

小
渡
平
公
園
で
10
月
９
日
と
10
日

の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
初
日
は
朝
か
ら
秋
ら
し
い
青
空

が
広
が
り
、
町
内
外
か
ら
た
く
さ

ん
の
観
光
客
が
詰
め
か
け
、
家
族

や
仲
間
と
あ
お
も
り
倉
石
牛
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
親
子
連
れ
が
こ
ぞ
っ
て

挑
戦
し
た
ミ
ニ
ミ
ス
ビ
ー
ド
ル
紙

ヒ
コ
ー
キ
大
会
の
ほ
か
、
町
民
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
、
み
ち

の
く
ら
ん
ち
ゅ
う
共
進
会
、
特
産

品
の
販
売
な
ど
が
同
時
開
催
さ
れ
、

２
日
間
で
延
べ
４
、０
０
０
人
余

り
が
来
場
。
秋
の
休
日
を
満
喫
し

ま
し
た
。

盛況！盛況！

　
第
17
回
剣
誠
旗
争
奪
高
等
学
校

剣
道
大
会
が
９
月
18
日
、
倉
石
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
遠
来
の
札
幌
か
ら
初

参
戦
２
校
と
東
北
各
地

41
校
の
計
43
校
か
ら
86

チ
ー
ム
総
勢
５
０
３
人

の
高
校
剣
士
が
一
堂
に

会
し
ま
し
た
。

　
大
会
長
の
工
藤
一
夫

五
戸
剣
道
協
会
長
が

「
日
頃
の
練
磨
の
成
果

を
発
揮
し
て
正
々
堂
々

と
試
合
し
、
友
情
を
深

め
る
こ
と
を
希
望
し
ま

す
。
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
名
誉
大
会
長
の

三
浦
正
名
町
長
が

「
伝
統
を
重
ん
じ
教
育
と
文
化
の

か
お
る
町
、
こ
こ
五
戸
町
に
お
い

て
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
誠
に
喜
ば

し
く
、
心
か
ら
歓
迎
し
ま
す
。
」

と
歓
迎
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
五
戸
高
校
剣
道
部
主

将
で
剣
道
三
段
の
小
笠
原
慎
太
朗

君
の
選
手
宣
誓
に
よ
っ
て
試
合
開

始
と
な
り
、
大
勢
の
観
客
が
見
守

る
中
、
気
迫
の
こ
も
っ
た
若
さ
あ

ふ
れ
る
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

れ
ん

ま
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元気に選手宣誓する類家利光さん・美郷さん親子

新種目　安全運転もみじリレー

球根を植える参加者たち

衝突実験後、子どもたちがダミー人形に言葉をかけ、汚れを
拭ってあげていました。交通安全も思いやりが大切なんです。

運動会の最後を飾る年齢別混合リレー

見よ！　圧倒的なスピードと姿

落とさないように…でも急がないと

　
９
月
25
日
、
ひ
ば
り
野
公
園
陸

上
競
技
場
で
第
37
回
五
戸
町
民
運

動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
時
折
小
雨
の
ま
じ
る
あ

い
に
く
の
空
模
様
で
し
た
が
、各

町
内
13
チ
ー
ム
と
三
沢
基
地
海
軍

通
信
保
安
大
隊
か
ら
参
加
し
た
選

手
た
ち
は
、
雨
に
濡
れ
た
芝
生
で

転
び
そ
う
に
な
り
な
が
ら
も
家
族

や
地
元
の
声
援
に
後
押
し
さ
れ
、

全
23
種
目
の
競
技
に
さ
わ
や
か
な

汗
を
流
し
ま
し
た
。
結
果
は
、
百

足
競
走
で
観
客
の
熱
い
視
線
を
集

め
た
切
谷
内
チ
ー
ム
が
、
２
年
連

続
で
勝
利
を
収
め
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
ど
、
桜
沼
公
園
を
す

す
め
る
会
（
田
代
哲
三
会
長
）
は

7
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
「
宝
く
じ

普
及
広
報
事
業
」
の
助
成
を
受
け

て
桜
沼
周
辺
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

１
、６
０
０
本
、
水
仙
８
０
０
本

の
球
根
を
植
栽
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
の
春
に
は
芝
桜

25
㎡
、
ガ
マ
ズ
ミ
50
本
、
ア
ヤ
メ

２
０
０
本
を
植
栽
し
た
り
、
花
壇

の
草
刈
り
を
行
う
な
ど
年
間
を
通

し
て
桜
沼
の
景
観
づ
く
り
、
環
境

美
化
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
来
年
の
春
が

待
ち
ど
お
し
い
。
」
と
い
う
声
が

聞
こ
え
る
な
ど
、
今
後
も
地
域
で

環
境
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
豊
間
内
小
学
校
（
奥
谷
寛
校
長
）

で
９
月
26
日
、
子
ど
も
・
親
・
高

齢
者
が
交
流
し
な
が
ら
交
通
安
全

を
学
ぶ
「
３
世
代
ふ
れ
あ
い
交
通

安
全
フ
ェ
ス
タ
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
内
閣
府
の
委
託
を
受
け
た

五
戸
町
交
通
安
全
母
の
会
（
北
千

代
子
会
長
）
を
中
心
に
同
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
や
地
元
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
が
共

同
で
企
画
。
実
験
や
実
演
、
ク
イ

ズ
な
ど
を
通
し
て
楽
し
く
交
通
安

全
を
学
び
ま
し
た
。

　
ダ
ミ
ー
人
形
を
使
っ
た
衝
突
事

故
の
再
現
に
参
加
者
た
ち
は
、
道

路
に
飛
び
出
す
危
険
性
を
肌
で
感

じ
た
様
子
。
「
左
右
確
認
と
思
い

や
り
の
心
を
」
の
呼
び
か
け
に
真

剣
に
う
な
ず
い
て
い
ま
し
た
。

■
大
会
の
結
果

総
合
優
勝
切
谷
内
　
第
５
位
川
原
町

第
２
位
上
市
川
　
第
６
位
博
労
町

第
３
位
倉
　
石
　
第
７
位
豊
間
内

第
４
位
上
大
町

ベ
ス
ト
リ
レ
ー
男
子
優
勝
切
谷
内

　
　
　
　
　
　
女
子
優
勝
上
市
川

リ
レ
ー
総
合
優
勝
　
　
　
上
市
川

マ
ラ
ソ
ン
男
子
優
勝
　
澤
向
　
進

　
　
　
　
女
子
優
勝
　
林
　
千
秋

第37回第37回
切谷
内チームＶ２切谷
内チームＶ２切谷
内チームＶ２

春
に
は
花
い
っ
ぱ
い

春
に
は
花
い
っ
ぱ
い

桜
沼
周
辺
に
植
栽

桜
沼
周
辺
に
植
栽

３
世
代
が
楽
し
く

交
通
安
全
を
学
ぶ

みさと
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　国民健康保険特別会計補正予算

　介護保険特別会計補正予算

　下水道事業特別会計補正予算　

　農業集落排水処理施設事業特別会計補正予算

　簡易水道事業特別会計補正予算

　健診センター特別会計補正予算　

　病院事業会計補正予算

▼国民健康保険特別会計補正予算　

　補正額　　　   1,594万３千円　　　　 補正後の予算総額   24億4,874万２千円
　歳出の主なものは次のとおりです。

　これらの財源は財政調整基金繰入金を充当します。

▼介護保険特別会計補正予算　

　補正額　　　   1,765万２千円　　　　 補正後の予算総額   17億8,642万１千円
　歳出の主なものは次のとおりです。

　これらの財源は介護保険料および一般会計繰入金などを充当します。

▼下水道事業特別会計補正予算　

　補正額　　　  　343万６千円　　　　 補正後の予算総額　５億6,784万５千円
　歳出の主なものは次のとおりです。

　これらの財源は町債を充当します。

　農業集落排水処理施設事業特別会計補正予算▼農業集落排水処理施設事業特別会計補正予算　

　補正額　　　　　 １万８千円　　　　 補正後の予算総額　１億9,164万８千円

▼簡易水道事業特別会計補正予算　

　補正額　　　　    36万５千円　　　　 補正後の予算総額　　    7,434万９千円

▼健診センター特別会計補正予算　  

　補正額　　　   3,972万５千円　　　　 補正後の予算総額　２億1,705万５千円
　歳出の主なものは次のとおりです。

　これらの財源は基金繰入金および県支出金などを充当します。

▼病院事業会計補正予算　

・収益的収入　補正額　  2億4,945万９千円　　　補正後の総額　  29億3,849万６千円
　　　　　　　内訳は病院医業収入１億129万８千円、病院医業外収入１億48,160万１千円です。

・収益的支出　補正額　　　　  58万３千円　　　補正後の総額　  30億4,476万１千円
　　　　　　　内訳は特別損失58万３千円です。

　※収支差し引きは１億626万５千円の収入不足となります。

・資本的収入　補正額　　　1,794万１千円　　　補正後の総額　  １億7,860万４千円
　　　　　　　内訳は企業債1,740万円、出資金54万１千円です。

・資本的支出　補正額　　　　　1,995万円　　　補正後の総額　  ２億5,108万６千円
　　　　　　　内訳は建設改良費1,995万円です。

　　※収支差し引きは7,248万２千円の収入不足で、当年度損益勘定留保資金で補てんします。　

レセプト点検事務員賃金……………………………152万円　　　国県等補助金および負担金返還金………………1,533万円
一般会計繰出金………………………………………272万円　　　レセプト点検委託料………………………………△330万円

介護保険および介護認定システム改修業務委託料………1,116万円　　八戸地域広域市町村圏事務組合負担金……223万円
高額介護サービス給付費………………………………………398万円

馬淵川流域下水道維持管理費負担金精算分……602万円　　公共下水道変更認可設計および空中写真図化業務委託料…△261万円

乳房エックス線撮影室間仕切工事費……………472万円　　   乳房エックス線撮影装置購入費…………3,500万円

s

s

s

s

s

s
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総 　 務 　 費
　公用車購入費…………………………………………264万円
　移動系防災無線機器購入費………………………1,100万円
　同報系防災無線統合整備工事費………………△1,175万円
　ファクシミリ借上料………………………………△187万円

民 　 生 　 費
　町社会福祉協議会補助金……………………………774万円
　介護保険特別会計繰出金…………………………1,340万円
　高齢者情報管理システム購入費……………………388万円
　私立保育園児童運営費……………………………1,921万円
　児童手当県負担金返還金……………………………185万円
　保育所臨時職員賃金…………………………………195万円

衛 　 生 　 費
　病院事業会計負担金…………………………２億5,000万円

農林水産業費
　中山間地域総合整備事業費…………………………923万円
　農業集落排水処理施設事業特別会計繰出金…△2,368万円

土 　 木 　 費
　道路維持費…………………………………………3,507万円
　住宅建設費……………………………………………845万円
　県単工事費負担金…………………………………△500万円
　下水道事業特別会計繰出金……………………△8,356万円

消 　 防 　 費
　非常備消防費…………………………………………262万円
　消火栓移設工事負担金………………………………150万円
　ポンプ自動車購入費………………………………△105万円 

教 　 育 　 費
　語学指導外国青年招致事業費………………………205万円 
　倉石中学校野球グラウンド整備費………………2,450万円

災 害 復 旧 費
　道路橋梁災害復旧費…………………………………126万円

豊間内地区コミュニティセンター、保健福祉センター、倉石温泉、社会福祉センター、倉石ふれあい体験の郷、

ひばり野公園、五戸ドーム、ひばり野スポーツ交流センター、倉石スポーツセンター、夢の森ハイランド、

デイサービスセンター、小渡平公園、ふれあい市、瑞穂館、浅水活性化センター、倉石コミュニティセンター、

町立公民館、又重交流館、石沢駒踊伝承館

　五戸町まちづくり基本条例（一部改正）

　五戸町乳幼児医療費給付条例(一部改正)

　五戸町遺児入学祝金等支給条例(一部改正)

　五戸町ひとり親家庭等医療費給付条例(一部改正)

　五戸町重度心身障がい者医療費助成条例(一部改正)

　一般会計補正予算

議会ニュース
　町議会定例会（第19回）が９月８日から16日まで９日間の会期で開催されました。この議会では、

指定管理者制度に関連する各条例案など44件の議案が審議され、原案のとおり可決されました。

　今回の議会で決まった主なものを紹介します。

　　五戸町まちづくり基本条例の適用地域を、旧倉石村地域から五戸町全域に拡大しました。

　

　公の施設の管理を地方自治法に基づく指定管理者に行わせる場合の手続きなどを定めました。

また、これに伴い各施設の関連条例も改正し、使用料・使用時間など所要の見直しを図りました。

対象施設は次のとおりです。

)　

　

　

　　県の各関連要綱の一部改正に伴い、関係する町の各条例を改正し、給付要件などを変更しました。

　

　補正額　  ２億8,160万７千円　　　 補正後の予算総額   93億1,454万９千円

　歳出の主なものは次のとおりです。

　これらの財源は地方交付税および国・県支出金などを充当します。

s

　五戸町指定管理者による公の施設の管理に関する条例s

s

s

s

s

s
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●９月の診療科別患者数

※　入院 ＝ 毎日24時現在の在院患者延数＋毎日の退院者数　（　）＝昨年度同期

外　科内　科 産婦人科 眼　科 小児科 耳鼻科 整形外科 脳外科

外　来

入　院

外　来

入　院

14,445
（14,338）
12,577

（13,029）
26,279

（25,948）
16,127

（19,427）

12,756
（12,741）
12,398

（12,385）

11,883
（11,071）

14,179
（14,354）

14,076
（13,167）

12,327
（13,180）

12,951
（11,087）
12,217

（12,425）
12,331

（12,173）
16,026

（16,533）
12,192

（12,223）

12,278
（12,213）

12,377
（12,043）

 2,269
（11,470）

12,315
（12,192）

12,634
（12,636）

12,350
（12,070）

14,431
（13,957）

12,350
（12,070）

12,049
（11,951）
11,541

（12,760）
12,172

（12,339）
13,118

（14,309）

12,679
（12,720）
12,435

（12,477）
14,179

（14,283）
12,445

（13,851）

皮膚科
12,217

（12,237）
12,350

（12,070）
11,248

（11,438）
12,350

（12,070）

110,709
（110,469）

114,376
（114,892）

164,859
（163,489）

126,407
（132,,253）

計

患者数

４月か
らの延
患者数

　　　　診療科
区分

12,700
（12,546）

全国糖
尿病週間

●
五
戸
総
合
病
院
医
師
一
覧
表
（
11
月
）

※
曜
日
ご
と
の
外
来
診
療
に
あ
た
る
医
師
名
は
、
各
科
外
来
受
付
に
表
示

　
し
て
あ
り
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

地
域
総
合
医
療
の
拠
点
に

五
戸
総
合
病
院

102

内
　
　
　
科

外
　
　
　
科

産
婦
人
科

小
　
児
　
科

整
形
外
科

脳
神
経
外
科

眼
　
　
　
科

皮
　
膚
　
科

（
循
環
器
）

（
糖
尿
病
）

診
　
療
　
科

耳
　
　
鼻
　

い
ん
こ
う

科

非
常
勤

副
院
長

科
　
長

副
医
長

科
　
長

副
医
長

非
常
勤

非
常
勤

院
　
長

医
療
局
長

医
　
長

非
常
勤

副
院
長

科
　
長

科
　
長

非
常
勤

科
　
長

非
常
勤

非
常
勤

非
常
勤

職
　
名

新
井
田
修
久

医
師
名

愛
川
　
俊
信

矢
田
部
宏
一

田
口
　
　
順

對
馬
　
清
人

東
山
　
明
弘

三
浦
　
昌
人

大
根
田
　
昭

蝦
名
　
宣
男

渡
部
　
秀
一

原
田
　
昭
彦

大
村
　
範
幸

井
戸
川
敏
彦

笹
野
　
拓
也

（
弘
前
大
学
）

三
上
　
靖
隆

（
弘
前
大
学
）

深
瀬
　
栄
一

藤
原
　
貴
光

蒔
苗
　
公
利

袴
田
真
理
子

袴
田
真
理
子

安
田
　
　
京

（
東
北
大
学
）

　水
曜
日
の
午
後

　（
総
合
診
療
担
当
）

　木
曜
日

　第
１
・
３
火
曜
日

　（
科
長
）

　第
２
・
４
金
曜
日

　金
曜
日
・
土
曜
日

　（
医
療
技
術
局
長
）

　火
〜
水
曜
日

　月
曜
日

　火
曜
日

　木
曜
日

　金
曜
日

　木
曜
日

備
　
　
　
考

　糖尿病に関する講演会
を開催します。入場無料
ですので、多数ご来場く
ださい。

◆日時　11月10日（木）
　　　　午後５時15分～
　　　　６時
◆場所　五戸総合病院
　　　　１階講義室
◆演題　「肥満について」
　―肥満の原因と予防、
　　肥満がまねく病気―
◆講師　田口　  順 先生
　 （五戸総合病院 内科科長）

１１月７日～１３日

♪

　五戸総合病院では、地域の皆様との連携を深めるため
 “病院まつり” を開催します。職員一同、ご来院を心から
お待ちしております。

時  間　16時～17時　
場  所　中央待合ホール

琴城流大正琴 八戸琴華会の皆さん
による演奏をお楽しみください。

(荒城の月、知床旅情など10曲)

11月11日（金）

11月10日（木）・11日（金）
講演会のお知らせ

大正琴コンサート

○作品展示（10時～14時）

リハビリ科の患者さんの作品や
職員の裂織り、パッチワークな
どの作品を展示します。

○糖尿病・健康相談コーナー（10時～13時）

“肥満と糖尿病”が今年のテーマです。
　糖尿病食（低カロリー食品）の展示や販売をし
ます。また、血圧・体脂肪測定コーナーもあり
ます。

※10日（11時～13時）には
ホスカフェも開店し、ケーキ・
サンドイッチの販売とコーヒー
の無料サービスを行います。
数に限りがありますので、
お早めにどうぞ。



u

　
農
家
の
皆
さ
ん
が
ト
ラ
ク
タ
ー

や
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
で
農
作
業
を

す
る
際
に
使
用
す
る
軽
油
に
つ
い

て
は
、
申
請
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、

免
税
証
が
交
付
さ
れ
軽
油
取
引
税

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

注
意
事
項

・
継
続
手
続
の
場
合
も
耕
作
証
明

書
が
必
要
で
す
。

・
今
回
か
ら
誓
約
書
の
提
出
が
求

　
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
新
た
に
申

請
す
る
場
合
の
必
要
書
類
な
ど
、

詳
し
く
は
左
記
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
八
戸
県
税
事
務
所

　
℡
27 

│ 

５
１
１
１

　
内
線
２
０
８
・
２
１
０

●
役
場
農
林
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１（
内
線
４
１
５
）

　
℡
62 

│ 

７
９
６
０（
直
通
）

乳幼児医療費受給者のみなさんへ

１０月１日から医療費の助成制度が変わります
○入院時食事療養費標準負担額が、助成対象外となります。

　入院時食事療養費標準負担額については、平成１７年９月診療分まで助成対象とし、
平成１７年１０月診療分からは助成対象外とします。

　問い合わせ先　役場保健衛生課　℡６２－７９５８（直通）

〈
川
柳
〉

防
災
の
五
戸
広
報
聞
き
慣
れ
る

朝
顔
が
だ
ん
だ
ん
減
っ
て
寒
さ
増
し

温
く
も
り
の
語
ら
ず
し
や
の
癒
さ
れ
し

永
田
町
「
民
意
」
に
惹
か
れ
み
ぎ
な
ら
う

〈
俳
句
〉

や
ん
わ
り
と
秋
の
陽
ざ
し
や
母
の
よ
う

蟋
蟀
の
迷
え
し
室
に
ひ
と
夜
か
な

秋
風
に
靡
く
稲
穂
が
黄
金
色

ね
ぐ
る
し
き
鈴
虫
な
く
音
夢
に
聞
く

秋
日
和
り
一
直
線
の
飛
行
雲

〈
短
歌
〉

風
に
舞
い
庭
に
育
ち
て
ミ
ニ
ト
マ
ト

鈴
生
り
熟
れ
て
佛
間
賑
は
し

朝
一
番
グ
ッ
ト
モ
ー
ニ
ン
グ
「
あ
さ
が
お
」
に

ば
ば
ァ
の
日
課
菊
の
手
入
れ
か
ら

健
康
で
働
い
た
日
日
愚
痴
を
言
い

感
謝
も
し
な
い
若
か
り
し
頃

町
民
運
動
会
寒
さ
も
小
雨
も
な
ん
の
そ
の

チ
ー
ム
の
た
め
に
ち
か
ら
出
し
き
る

僕
傘
寿
つ
ね　

  

思
う
こ
と
な
れ
ど

悔
の
な
き
よ
う
し
か
と
生
き
た
や

秋
日
和
紅
葉
に
つ
ら
れ
津
軽
路
に

中
野
公
園
色
よ
く
さ
え
る

秋
風
に
き
こ
し
召
し
た
か
案
山
子
殿

よ
ろ
ば
い
て
み
る
空
の
白
雲

父
と
子
の
朝
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
爽
や
か
に

小
路
曲
り
て
た
ん
た
ん
と
消
ゆ

秋
日
和
電
動
い
す
で
移
動
し
て

家
路
に
着
い
た
時
は
い
き
い
き
と

本
田
　
昭
雄
　（
舘
　
町
）　

善
　
太
　
郎
　（
ひ
ば
り
野
）　

小
林
　
静
枝
　（
市
川
道
十
文
字

）　

久
保
田
玲
子
　（
菖
蒲
川
）　

小
　
手
　
毬
　
　
　
　
　
　

沢
向
匿
名
　
　
　
　
　
　

田
中
舘
a
則
　（
ひ
ば
り
野
）　

佐
々
木
は
る
の
　（
上
市
川
中
区
）　

鳥
谷
部
せ
ぬ
　（
ひ
ば
り
野
）　

瀬
川
　
き
ゑ
　（
下
大
町
）　

類
家
　
清
美
　（
菖
蒲
川
）　

橘
　
ミ
ネ
子
　（
北
市
川
）　

　
a
嶋
　
春
松
　（
野
　
月
）　

田
代
十
志
男
　（
上
市
川
）　

原
　
は
つ
え
　（
上
市
川
下
区
）　

匿
　
　
　
名
　
　
　
　
　
　

a
谷
　
ト
ヨ
　（
上
大
町
）　

藤
村
　
ナ
ヲ
　（
鍛
冶
屋
窪
）　

●
皆
さ
ん
の
作
品
を
「
文
芸
ご
の
へ
」
に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
総
務
課
広
報
係
へ
。

　

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
18
年
度
に
使
用
す
る
農
業
用
免
税

軽
油
申
請
の
受
付
に
つ
い
て

◎
受
付
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

11
月
11
日
f

11
月
９
日
d

11
月
15
日
c

11
月
10
日
e

浅
田
地
区

切
谷
内
地
区

上
市
川
地
区

五
戸
・
蛯
川

豊
間
内
地
区

倉
石
石
沢
・
中
市
地
区

倉
石
又
重
地
区

受
付
月
日

対
象
地
区

受

付

時

間

受

付

場

所

１
時
か
ら

３
時
30
分
ま
で

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

９
時
30
分
か
ら

11
時
30
分
ま
で

１
時
か
ら

３
時
30
分
ま
で

９
時
30
分
か
ら

11
時
30
分
ま
で

１
時
か
ら

３
時
30
分
ま
で

９
時
30
分
か
ら

11
時
30
分
ま
で

１
時
か
ら

３
時
30
分
ま
で

９
時
30
分
か
ら

11
時
30
分
ま
で

浅
水
活
性
化
セ
ン
タ
ー

瑞

穂

館

倉
石
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ

ン

タ

ー

役
　
　
場（
本
庁
舎
）

２

階

会

議

室

こ
お
ろ
ぎ

う

ん

ど

う

か

い

か　

 

か　

し

あ　

め

な
び

ね



i

五戸町子育てメイト冬の親子クラブ五戸町子育てメイト冬の親子クラブ

○期　日　平成17年12月７日（水）10時～12時

○場　所　町立公民館　小ホール

○対　象　０歳～就学前の子どもと保護者

（祖父母の方も大歓迎です）

○参加費　１人100円（おやつ代）

○申し込み　11月30日（水）までに子育てメイト

　　　　　または役場福祉課まで

　　　　　2６２－２１１１　内線２５２

子育て奮闘中の皆さん、子育てメイトと

一緒に親子で楽しい一時を過ごしませんか。

前回の冬の親子クラブ

五戸ドーム
　商工大バザール
　りんご・花の種無料プレゼント
　農産物販売（りんご・秋野菜）
　つきたての餅即売
　ふるさとの味コーナー
　花き販売（ミニシクラメンほか）
　消防展
　菊花・盆栽展  ほか

町立公民館
　陶芸・生け花・トールペイント・押し花・
　絵画・茶道・押し絵・裂織 ほか

　小・中学校音楽会　芸能発表会

　機織り機展示・実演

体育センター
　幼・小・中児童生徒作品展・
　書道展・絵手紙・水墨画

第21回

第８回 五戸地方

４・５・６

農産物品評会

午前９時～午後４時（６日は午後３時まで）

産業まつり 文化まつり

無料バス運行
《町立公民館発》　9：00　10：00　11：00　13：00　14：00　15：00

《ド ー ム 発》　9：45　10：45　11：45　13：45　14：45　16：10

（金）（土）（日）

※印は６日は運行しません。６日の最終運行時間は、町立公民館発14：00、ドーム発15：10です

※

※

（芸能発表会等については、別にお知らせします）

※

は た お



o

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

子
ど
も
た
ち
を
虐
待
か
ら

守
り
ま
し
ょ
う

母
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
の

貸
付
に
係
る
説
明
会

あ
な
た
の
一
票
が
決
め
る

「
平
成
の
五
戸
八
景
」

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
町
民
賞

●
日
　
　
時

・
第
１
回
目

　
平
成
17
年
11
月
16
日
（
水
）

　
午
後
１
時
〜
３
時

・
第
２
回
目

　
平
成
17
年
12
月
12
日
（
月
）

　
午
後
３
時
〜
５
時

●
場
　
　
所

　
八
戸
合
同
庁
舎
２
階

　
第
１
会
議
室

●
対
　
　
象

平
成
18
年
度
に
進
学
を
予
定
し

て
い
る
母
子
家
庭
等
の
方
々

●
内
　
　
容

a
母
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
の
概 

    

要
に
つ
い
て

s
質
疑
・
応
答

●
問
い
合
わ
せ
先

三
戸
地
方
健
康
福
祉
こ
ど
も
セ

ン
タ
ー
福
祉
部
　
福
祉
調
整
課

　
℡
27 

│
５
１
１
１
内
線
３
４
８

　
蔵
書
点
検
の
た
め
、
11
月
26

日（
土
）か
ら
12
月
２
日（
金
）ま
で

を
特
別
休
刊
日
と
し
ま
す
。

　
入
賞
作
品
６
点
を
除
い
た
中
か

ら
、
来
場
者
の
投
票
で
町
民
賞
２

点
を
決
定
い
た
し
ま
す
。
多
く
の

方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
投
票
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
投
票
期
間

平
成
17
年
11
月
４
日（
金
）か
ら

11
月
６
日（
日
）ま
で

４
日
と
５
日
は
午
前
９
時
か
ら

午
後
３
時
ま
で
、
６
日
は
午
前

９
時
か
ら
正
午
ま
で

●
場
　
　
所 

　
町
立
公
民
館
小
ホ
ー
ル

●
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
℡
62
│
７
９
６
５
　
藤
　
田

　
町
有
林
内
の
立
木
は
無
断
で
伐

採
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
支
障
木
の
整
理
等
に
つ
い
て
は
、

事
前
に
役
場
農
林
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
農
林
課

　
℡
62 

│
２
１
１
１
内
線
４
１
７

●
日
時
・
場
所

○
責
任
技
術
者
更
新
講
習

・
平
成
18
年
１
月
30
日（
月
）

　
午
後
２
時
〜

・
八
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
別
館

　
ア
ー
バ
ン
ホ
ー
ル
芙
蓉
の
間

○
配
管
工
認
定
講
習

・
平
成
18
年
１
月
31
日（
火
）

　
午
後
２
時
〜

・
ユ
ー
ト
リ
ー
大
ホ
ー
ル

○
配
管
工
更
新
講
習

・
平
成
18
年
２
月
１
日（
水
）

　
午
後
２
時
〜

・
ユ
ー
ト
リ
ー
大
ホ
ー
ル

●
申
し
込
み
方
法

平
成
17
年
11
月
28
日（
月
）か

ら
12
月
15
日（
木
）ま
で
に
、
受

講
料
を
添
え
て
役
場
上
下
水
道

課（
分
庁
舎
）へ
申
込
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
不
可
）

●
問
い
合
わ
せ
先

・
青
森
市
上
下
水
道
部
総
務
課
内

　
日
本
下
水
道
協
会
青
森
県
支
部

　
℡
０
１
７
│
７
３
４
│
４
２
０
４

・
役
場
上
下
水
道
課

　
℡
62 

│
２
１
１
１
内
線
４
５
１

　
11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
」
で
す
。
子
ど
も
た
ち
を
虐

待
か
ら
守
る
た
め
に
は
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

●
虐
待
を
発
見
し
た
ら
…

○
毎
晩
の
よ
う
に
子
ど
も
の
泣
き

叫
ぶ
声
が
聞
こ
え
る

○
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
ア
ザ
を
つ
け
た

り
ケ
ガ
や
ヤ
ケ
ド
を
し
て
い
る

○
最
近
子
ど
も
の
姿
が
見
え
な
く

な
っ
た

○
普
通
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
や
せ

て
い
る

○
い
つ
も
汚
れ
た
服
の
ま
ま
で
い

る

　
　
近
く
の
子
ど
も
に
気
に
な
る
様

子
を
見
つ
け
た
時
、
「
お
か
し
い
」

「
虐
待
で
は
な
い
か
」
と
感
じ
た

ら
、
積
極
的
に
役
場
や
児
童
相
談

所
、
警
察
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

（
通
告
し
た
方
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

は
守
ら
れ
ま
す
。
）

●
問
い
合
わ
せ
先

・
役
場
福
祉
課

　
℡
62
│

２
１
１
１
内
線
２
５
１

・
八
戸
児
童
相
談
所

　
℡
27
│

２
２
７
１

町
有
林
内
の
立
木
の

伐
採
に
つ
い
て

排
水
設
備
工
事
配
管
工

認
定
・
更
新
講
習
お
よ
び

責
任
技
術
者
更
新
講
習

の
実
施
に
つ
い
て



岩手県北青少年の家

スケート場無料開放

と　き  11月３日（木）
　　　  9:00～17:00

ところ  岩手県北青少年の家
岩手県二戸市仁左平
字放森61－35
� 0195－23－9511

年末資金の申し込み・相談受付中
　国民生活金融公庫八戸支店では、次のとおり
年末資金の取り扱いをしています。早めのご相
談をお待ちしています。

－新規開業、第２創業を考えている方へ－【新規開業ローン】

※このほかにも、使い道によって利用できる特別貸
付制度があります。

－ほとんどの業種の方へ－【国の事業ローン】

※上記のほか、経済対策に伴う特別貸付制度（セー
フティネット貸付）があります。

－教育資金を検討している方へ－【国の教育ローン】

●問い合わせ先
　国民生活金融公庫八戸支店   ℡ 22－６２７４

運 転 資 金 設 備 資 金

５ 年 以 内
年1.55％～（９月９日現在）

15 年 以 内

融 資 額

返済期間
利　　率

7,200万円以内
（ただし、運転資金は4,800万円以内）

運 転 資 金 設 備 資 金

５ 年 以 内
年1.55～1.60％（９月９日現在）

生徒・学生１人につき200万円以内
10年以内
年1.65％（９月９日現在）
入学時・在学中に必要な費用

高校・短大・大学・専門学校などへ入学・在学す
る方の保護者で、世帯の年間収入が990万円
（事業所得者については770万円）以内の方

4,800万円以内
10 年 以 内

融 資 額
返済期間
利　　率

利　　用
できる方

融 資 額
返済期間
利　　率
用　　途

労
働
保
険
の
加
入
は

お
済
み
で
す
か
？

　
労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と

雇
用
保
険
を
併
せ
た
呼
び
方
で
す
。

労
働
保
険
は
政
府
が
管
理
・
運
営

し
て
い
る
強
制
的
な
保
険
で
あ
り
、

原
則
と
し
て
労
働
者
を
１
人
で
も

雇
っ
て
い
れ
ば
適
用
事
業
と
な
り
、

そ
の
事
業
主
は
労
働
保
険
の
成
立

手
続
き
を
行
い
、
労
働
保
険
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
労
災
保
険
と
は

労
働
者
が
仕
事
中
や
通
勤
途
上

で
ケ
ガ
を
し
た
り
、
仕
事
が
原

因
で
ケ
ガ
や
病
気
に
な
っ
た
り
、

死
亡
し
た
場
合
に
受
給
で
き
ま

す
。

●
雇
用
保
険
と
は

労
働
者
が
失
業
し
て
仕
事
を
探

し
て
い
る
場
合
、
仕
事
が
み
つ

か
る
ま
で
の
一
定
期
間
、
生
活

の
保
障
を
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

・
労
災
保
険
に
つ
い
て

　
八
戸
労
働
基
準
監
督
署

　
℡
46 

│ 

３
３
１
１

・
雇
用
保
険
に
つ
い
て

　
八
戸
公
共
職
業
安
定
所

　
℡
22 

│ 

８
６
０
９

　
県
庁
保
健
衛
生
課
で
は
、
生
活

習
慣
病
予
防
の
た
め
に
個
人
の
生

活
習
慣
の
改
善
目
標
を
定
め
、
主

体
的
に
実
践
す
る
健
康
づ
く
り
チ

ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
　
象

健
康
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
い
人

●
募
集
期
間

　
平
成
19
年
３
月
ま
で

●
応
募
方
法

募
集
チ
ラ
シ
に
同
封
さ
れ
て
い

る
申
込
書
を
県
庁
保
健
衛
生
課

に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
募
集

チ
ラ
シ
は
役
場
保
健
衛
生
課
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

・
県
庁
保
健
衛
生
課

　
℡
０
１
７ 

│ 

７
３
４ 

│ 

９
２
８
３

・
役
場
保
健
衛
生
課

　
℡
62 

│ 

７
９
５
８
（
直
通
）

　
青
森
県
最
低
賃
金
は
、
10
月
１

日
か
ら
時
間
額
で
６
０
８
円
に
改

正
さ
れ
ま
し
た
。
産
業
別
最
低
賃

金
（
４
業
種
）
が
適
用
さ
れ
る
労

働
者
を
除
き
、
県
内
で
働
く
す
べ

て
の
労
働
者
（
常
用
、
臨
時
、
パ

ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
問
わ
な
い
）

と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

・
青
森
労
働
局
　
賃
金
室

　
℡
０
１
７ 

│ 

７
３
４ 

│ 

４
１
１
４

・
八
戸
労
働
基
準
監
督
署

　
℡
46 

│ 

３
３
１
１

　
11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
は
税

を
考
え
る
週
間
で
す
。
税
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
各
種
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
税
の
無
料
相
談

○
日
　
時

　
平
成
17
年
11
月
10
日
（
木
）

○
場
　
所

　
ラ
ピ
ア
１
階
フ
ェ
ス
タ
プ
ラ
ザ

※
併
せ
て
16
日
ま
で
、税
に
関
す

る
作
品
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
八
戸
税
務
署

　
℡
43 

│ 

０
３
１
５

●
応
募
資
格

　
17
歳
未
満
の
男
子
で
中
学
校

　
卒
業
者
（
卒
業
見
込
み
の
者
を

含
む
）

●
受
付
期
間

平
成
17
年
11
月
１
日（
火
）か
ら

平
成
18
年
１
月
10
日（
火
）ま
で

●
一
次
試
験
日

　
平
成
18
年
１
月
14
日（
土
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
八
戸
募
集
事
務
所

　
℡
45 

│ 

１
９
２
０

!0

健
康
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

募
集
の
お
知
ら
せ

最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

税
を
考
え
る
週
間

自
衛
隊
生
徒
募
集



!1

11月の
行事予定
11月の
行事予定

11月の
相 　 談
11月の
相 　 談

11月の
献 　 血
11月の
献 　 血

五戸町交通安全対策協議会　五戸警察署

11月は「いきいきシルバー
交 通 安 全 強 調 月 間 」

ダイヤル119番は火災・救急・救助などの緊急時に消防本部
へ通報するためのものです。いざというときの119番通報には、
次のことに注意してください。

▲「火事」か「救急」の区別をはっきりと

▲  落ち着いて住所（場所）、氏名、付近の目標を

▲「火事」または「救急」の内容を簡単に

▲  あなたの名前と、今使用している電話番号を

毎月１日は県民交通安全の日

11月9日は「119番の日」

消防情報案内 222－2111をご利用ください

この時期は、日没が早く夕暮れから夜間における高齢者の
交通事故が多発することが懸念されます。

高齢者交通安全５則

１　横断は、左右をよく見てまっすぐ渡りましょう
２　車の直前・直後の横断はやめましょう
３　自転車に乗るときは、交差点や曲がり角で必ず安全を確

かめましょう
４　車を運転するときは、健康状態に注意し安全運転を心

掛けましょう
５　外出時は、反射材の着用など明るい服装を心掛けまし

ょう

●町民カレンダーと合わ
　せてご利用ください。
●行事についての問い合わせ
　ＴＥＬ62 ―2111 五戸町役場

■４日（金）～６日（日）

　 五戸町産業と文化まつり

　 五戸ドームほか

相談は無料です

■６日（日）表示登記相談

　１０：００～１５：３０　八戸市福祉公民館

■８日（火）行政相談

　１０：００～１５：００　倉石コミュニティセンター

■１０日（木）調停相談

　１０：００～１６：００　八戸市公会堂小会議室

■２2日（火）行政相談

　１３：００～１６：００　倉石温泉

■２４日（木）年金相談

　１０：００～１５：００　役場１階研修室

■毎週木曜日

　みんなの保健室（健康相談）

　１３：００～１５：００　役場保健衛生課

■交通事故移動相談

　日程は相談者と調整

　℡０１７－７３４－９２３５

●
科
　
　
名

・
電
気
工
学
科

・
イ
ン
テ
リ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
科

・
建
設
シ
ス
テ
ム
工
学
科

●
応
募
資
格

高
等
学
校
卒
業
者
（
卒
業
見
込

み
の
者
を
含
む
）

●
願
書
受
付
期
間

　
平
成
17
年
10
月
27
日（
木
）か
ら

　
　
　
　
　
11
月
22
日（
火
）ま
で

●
選

考

日

　
平
成
17
年
12
月
１
日
（
木
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
県
立
青
森
高
等
技
術
専
門
校

　
℡
０
１
７ 

│ 

７
３
８ 

│ 

５
７
２
７

青
森
高
等
技
術
専
門
校

平
成
18
年
度
学
生
募
集

健康なあなたと
私にできること

■５日（土）

　９：３０～１５：３０　㈱東北山田車体工業

　 　（産業まつり会場五戸ドーム隣り）

※駐車場はひばり野スポーツ交流センターを

　ご利用ください。

生ごみの水切りで
地球に  みんなに  やさしい  エコライフ

生ごみの水切りは、家庭からのごみの少量化や
焼却処理時の効率化が得られ、経費の節約につながります。

また、収集運搬時の負担軽減にもなりますので
生ごみの水切りを徹底するよう努めましょう。

問い合わせ先　役場保健衛生課　2６２－７９５８（直通）
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№129

「
お
ら
ほ
の
大
相
撲
　
倉
石
」

町 の 人 口

（前月対比） 

　男　１０,２４3人　（－１）

　女　１０,９63人　（－14）

総人口２１,２06人　（－15）

世帯数１６,903世帯（＋４）

平成17年10月１日現在

１１月 の 納 期 

納
期
限
11
月
30
日

 

固
定
資
産
税  

第
４
期

 

国
民
健
康
保
険
税  

第
３
期

 

介
護
保
険
料  

第
３
期

この広報紙は古紙配合率100％の再生紙を使用しています

相撲甚句の名人鬼竜川

初土俵以来休まず土俵
にのぼり続けた青ノ里

■
町
図
書
館
施
設
整
備
に

㈱
青
森
電
子
計
算
セ
ン
タ
ー

（
山
岸
昌
平
代
表
取
締
役
社

長
）
か
ら
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
ラ

ッ
ク
２
台

■
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
か
ら
広
報

綴
り
町
内
全
世
帯
分

▼
鬼
竜
川
光
雄

　
大
正
十
二
年
に
又
重
で
生
ま
れ

十
五
歳
の
時
、
鏡
岩
を
慕
っ
て
粂

川
部
屋
に
入
門
し
た
。

　
昭
和
十
五
年
に
鬼
龍
川
と
し
て

西
序
ノ
口
二
十
一
枚
目
に
就
く
。

順
調
に
進
ん
で
十
九
年
、
初
土
俵

の
同
期
生
栃
錦
、
藤
田
山
と
共
に

十
両
入
り
。
二
十
二
年
に
は
栃
錦

に
ひ
と
場
所
遅
れ
て
藤
田
山
と
共

に
入
幕
を
果
た
し
た
。

　
入
幕
初
日
、
栃
錦
と
顔
を
合
わ

せ
敗
れ
る
。
そ
の
後
の
二
人
の
土

俵
人
生
を
大
き
く
左

右
し
た
。
栃
錦
は
勝

ち
越
し
た
が
、
鬼
龍

川
は
負
け
越
し
西
幕

尻
に
下
が
っ
た
。
鬼

龍
山
と
改
名
し
た
が
、

全
休
が
続
き
幕
内
か
ら
十
両
、
さ

ら
に
幕
下
ま
で
落
ち
た
。

　
そ
の
後
、
元
の
鬼
龍
川
に
戻
し

十
両
で
七
場
所
取
っ
た
。
二
十
六

年
に
は
再
び
幕
下
に
落
ち
た
が
、

不
屈
の
精
神
で
返
り
咲
い
た
。

　
二
十
八
年
三
月
か
ら
四
股
名
を

鬼
竜
川
と
し
二
十
九
年
一
月
、
十

三
勝
二
敗
の
好
成
績
を
上
げ
て
十

両
優
勝
。
六
年
四
か
月
振
り
の
再

入
幕
を
果
た
し
た
。

　
さ
て
、
久
方
ぶ
り
に
入
幕
し
た

が
体
重
は
八
十
キ
ロ
そ
こ
そ
こ
。

幕
内
で
は
通
用
せ
ず
三
場
所
で
十

両
に
逆
戻
り
。
し
か
し
、
彼
の
闘

志
は
強
く
三
十
二
年
九
月
、
三
度

目
の
入
幕
。
十
二
月
場
所
で
も
そ

の
座
を
明
け
渡
す
も
の
の
翌
一
月
、

四
度
目
の
入
幕
を
果
た
し
た
。

　
軽
量
の
悲
し
さ
で
惜
敗
す
る
こ

と
が
多
か
っ
た
が
、
右
四
つ
か
ら

下
手
投
げ
、
吊
り
出
し
な
ど
で
星

を
稼
い
だ
。
三
十
四
年
に
は
最
高

位
の
前
頭
六
枚
目
ま
で
進
ん
だ
が

既
に
三
十
五
歳
。
体
の
故
障
か
ら

三
十
六
年
一
月
に
引
退
。
鬼
竜
川

の
男
前
と
美
声
の
相
撲
甚
句
は
、

相
撲
フ
ァ
ン
の
胸
に
刻
み
込
ま
れ

て
い
る
。
平
成
十
五
年
、
大
腸
が

ん
の
た
め
東
京
墨
田
区
の
病
院
で

死
亡
。
行
年
八
十
歳
。

▼
青
ノ
里
盛

　
本
名
小
笠
原
盛
。
二
十
八
年
三

月
に
初
土
俵

を
踏
み
、
五

月
に
は
東
序

ノ
口
四
枚
目

に
就
く
。
翌

年
、
青
森
の

「
青
」
と
鏡

里
の
「
里
」
を
と
っ
て
小
笠
原
か

ら
青
ノ
里
と
改
め
、
三
十
年
に
は

四
場
所
勝
ち
越
し
十
両
入
り
を
果

た
し
た
。

　
翌
年
、
十
三
勝
二
敗
で
新
十
両

優
勝
。
三
十
三
年
に
は
二
度
目
の

優
勝
を
飾
り
翌
三
十
四
年
、
新
入

幕
を
果
た
す
。

　
入
幕
後
し
ば
ら
く
は
力
不
足
か

ら
幕
内
下
位
と
取
っ
て
い
た
。
し

か
し
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が
実
を
結

び
三
十
六
年
五
月
、
小
結
昇
進
。

こ
の
こ
ろ
か
ら
地
力
が
備
わ
り
、

上
位
に
定
着
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
し
て
迎
え
た
三
十
七
年
一
月

場
所
。
青
ノ
里
は
五
日
目
、
横
綱

柏
戸
と
顔
が
合
う
。
熱
戦
の
末
、

柏
戸
の
右
足
が
大
き
く
土
俵
を
割

り
、
青
ノ
里
が
初
の
金
星
。
八
日

目
に
は
横
綱
若
乃
花
を
上
手
投
げ

か
ら
の
寄
り
、
九
日
目
に
は
大
関

琴
ヶ
浜
を
寄
り
倒
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
八
勝
七
敗
と
勝
ち
越
し
、
殊

勲
賞
を
獲
得
し
た
。

　
三
十
八
年

五
月
に
は
関

脇
昇
進
。
七

月
場
所
で
は

四
日
目
ま
で

一
勝
三
敗
と

黒
星
先
行
。

し
か
し
五
日
目
に
顔
を
合
わ
せ
た

横
綱
大
鵬
に
勝
っ
て
金
星
を
上
げ

た
。
青
ノ
里
の
土
俵
人
生
最
高
の

日
で
あ
っ
た
。
三
十
九
年
十
一
月

に
は
横
綱
柏
戸
、
大
関
栃
光
と
佐

田
ノ
山
、
関
脇
明
武
谷
を
破
っ
て

九
勝
六
敗
。
敢
闘
賞
を
獲
得
し
た
。

　
四
十
二
年
九
月
、
初
土
俵
以
来

一
日
も
休
み
な
く
連
続
千
回
出
場

し
、
協
会
か
ら
表
彰
さ
れ
た
。

　
四
十
四
年
三
月
限
り
で
引
退
。

年
寄
二
十
山
と
し
て
立
田
川
部
屋

で
活
躍
し
た
。
最
高
位
は
関
脇
で

三
役
を
通
算
五
場
所
、
序
ノ
口
以

来
引
退
ま
で
連
続
一
一
四
一
回
出

場
し
た
。

　
五
戸
町
文
化
財
審
議
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
榮
一

さ
か
り

し
　
こ
　
な

・


